
成長ホルモン治療に関する質問・相談の受付について 

 
公益財団法人 成長科学協会は、成長ホルモン治療を取り巻く環境の変化や協会の財政状況

を考慮しつつ、事業の見直しを進めています。 

成長ホルモン製剤の適正使用を目的として、専門医のセカンドオピニオンという立場で成

長ホルモン治療適応疾患における治療適応判定事業を行ってきましたが、2024 年 4 月以降は、

以下の疾患における適応判定を原則として終了いたしました。 

成長ホルモン分泌不全性低身長症 

 ターナー症候群 

 SGA性低身長症 

 小児慢性腎不全性低身長症 

 プラダー・ウィリ症候群 

いずれの疾患も、治療適応基準が明確であり、判定依頼件数が著明に減少してきており、適

応判定の必要性がなくなってきたと判断いたしました。しかし、行政手続き上の理由などで

必要な場合は、適応判定書の発行は継続しますので、従来通り申請してください。 

一方、軟骨異栄養症（軟骨無形成症と軟骨低形成症）の適応判定は、本疾患が診断上困難を

しばしば伴うことから、従来通り行います。また、ヌーナン症候群と SHOX 異常症については、

新たに適応判定を開始できるように準備をしているところです。 

成長ホルモン治療等に関する主治医からの質問については、従来通り受け付けております

ので、ご利用ください。 

 

医師以外の方からの質問・相談は受付けておりませんので御了承下さい。 

 

 Ｅ-ｍａｉｌにて 

  
質問・相談につきましては成長科学協会事務局宛 jimu@fgs.or.jp にお送り下さい。 

 
 
 成長ホルモン適正使用推進委員会 専門委員会構成員 （◎委員長、○副委員長） 
 
成長ホルモン分泌不全性 

低身長症、ターナー症候群、 

SGA 性低身長症専門委員会 

軟骨異栄養症 

専門委員会 

小児慢性腎不全性 

低身長症専門委員会 

プラダー・ウィリ症候群 

専門委員会 

◎横谷 進 

○(GHD)都 研一 

○(ターナー)田島 敏広 

○(SGA)神﨑 晋 

藤原 幾磨 

    松井 克之 

◎大薗 惠一 

〇鬼頭 浩史 

難波 範行 

長谷川 高誠 

藤原 幾磨 

南谷 幹史 

◎本田 雅敬 

濱崎 祐子 

三浦 健一郎 

 

◎緒方 勤 

○川井 正信 

間部 裕代 

室谷 浩二 
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